
平成 23 年第６回（９月）出雲崎町議会定例会 

一 般 質 問 

順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

１ 

 

中川正弘 議員 

(一問一答) 

１．全員協議会の運営について 

 

 平成 21 年６月に開かれた全員協議会で、海岸背後地の整備

を行うことが提案され、その後 22 年１月には図面が示され、

議会で了解された。 

 その時は駐車場の駐車スペースは植生ブロック（芝生）で行

うことになっていた。 

 しかし、現状はアスファルト舗装になっている。 

 この間の計画の変遷とそれに対する議会への説明は十分で

あったかを問う。 

２ 

 

 

三輪 正 議員 

(一問一答) 

 

 

 

１．原発事故と当町の安全対策は 

 

６月議会でも質問しましたが、その後の当町の事故への取組

みと今後の安全体制、対策をどのように考えているか。 

 

２．出雲崎町の自然エネルギー活用を検討せよ 

 

全国で再生可能で自然にやさしいエネルギーとして発電等

に太陽光、風力、小型水力、木質バイオが考えられているが、

海と山また豊富な森林資源を有する当町として活用を進めエ

コ先進地を目指すべきと考えるが。 



順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

３ 

 

田中 元 議員 

(一問一答) 

１．財政運用によるスリム化は 

 

平成 21 年度末の基金残高が 20 億円強ありますが、平成 24

年度からは交付金、交付税などで約２億円の減額が考えられ単

純に考えると現在の予算で推移すると 10 年で基金は底をつき

ます。スリム化を進めている現在、さらなるスリム化の考えを

伺います。 

  

２．税収増は 

第５次総合計画の中で納税意識の高揚、受益者負担の適正化

とあるが住民に対する増税と考えてよいか伺います。 

 


